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『茶館』の第一幕について
辻田正雄
〔抄録〕
『茶館』には数種類の版本がある。これは、舞台上演にあたって演出家や俳優が提
起した意見に老舎が従ったことによる。書き換えは、北京方言を普通話に変えたり、
文意を明確にするために行なわれている。これは第一幕の版本の異同によって知るこ
とができる。
『茶館』のことばは普通話である。わずかながら使用されている北京方言は、主に
接尾辞“一述"、“莫"、“乎"、“一勝"などを伴う詞語に特徴が見られる。これらの調
語は普通話の語集に吸収されているか、吸収されつつあるものである。
キーワード 『収穫』、北京人民芸術劇院、北京方言接尾辞
1.問題の所在
話劇IJ~茶館』は老舎の代表的劇作のひとつで、ある。特にその第一幕は高く評価されている。
曹再は I~茶館』の第一幕はすばらしく、永遠に伝えられるべき文章である J(1)と絶賛している。
第一幕に対する高い評価は定着していると言えよう。藍愛国によれば、「第一幕と他の二幕
との聞には、芸術的水準の面でかなり大きな差が存在しているj が、それは「第一幕が複雑な
歴史と現実を複雑なままに反映しているJのに対し、「第二幕、第三幕は、実に多様である社
会的矛盾のぶつかりあいを単純化しているJことにある (2)。
本稿は、『茶館』の第一幕について、そのことばを中心に考察しようとするものである。『茶
館』のことばは基本的に普通話であり、北京方言の使用は極力抑えられているは)。では、わ
ずかながら用いられている北京方言あるいは北京味を感じさせるものはどのようなものである
のか。また、作中の人物像を鮮明にするためにセリフにどのような工夫がなされているのか。
これらの点を中心に分析を進める。
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2.雑誌発表まで
『茶館』は三幕の話劇であり、はじめ雑誌『収穫』創刊号に発表された。老舎の説明によれば、
「ひとつの大茶館はひとつの小社会であり」、茶館を舞台に五十年来の社会の変遷を描き出し「三
つの時代を葬送」しようとしたものであるは)。
そもそも『茶館』の執筆の意図は新中国成立後の憲法と関連があり、それで清末の康有為や
梁啓超の改良運動を時代背景とする場面から始まるのだと言う (5)。
また焦菊隠は、「第一幕はもともとは普通選挙に関する初稿のうちの一場面であったJ(6) と
述べている。ここで言う普通選挙とは、直接的には1953年から54年にかけて行なわれた全国人
民代表の選出のことを指すのであろう。
老舎が『茶館』の前本である『秦氏三兄弟~(7)の創作を始めたのは1956年で、同年8月に一
応書きあげたとされる(8)。それを書き換えて『茶館』の第一幕に生かしたものを完成したの
は同年12月頃である (9)。
老舎は憲法を宣伝する目的の話劇を執筆しようとした。つまり政策に積極的に呼応しようと
した。
それならば、普通選挙が行なわれた1953年から54年の頃ではなく、なぜ1956年に老舎は執筆
しているのだろうか。また、北京にいる老舎がなぜ上海で創刊された『収穫』誌に作品を発表
したのだろうか。
老舎やその他の関係者はこれについて直接何も語っていないが、おそらく、これは「百花斉
放、百家争鳴J(双百)政策と関連する。 1956年に提唱された双百政策に老舎は積極的に呼応
するように求められていたと思われる。
次に掲げるのは1952年頃のことについて述べた証言であるが、老舎は政策に呼応した作品を
執筆するにあたって党内文書の提供を受けていた。欧陽山尊は次のように証言している 「老
舎は党員ではありませんでしたが、党内文書をできるだけ老舎に見せるようにと惨抹沙は私に
言いました。老舎が政策を根本からよく理解できるようにするためですJ(10)。このことから推
測するに、おそらく 1956年に憲法を宣伝することを老舎は示唆され、それで『秦氏三兄弟』を
執筆したものと思われる。
『収穫』誌に発表されたのもこれと同様に双百政策と関係している。
『収穫』は1957年7月24日に上海で創刊された。創刊された時には反右派闘争が始まっている
が、準備は当然それ以前からなされている。双百が提唱された頃に準備されているのである。
実は創刊には半年以上の準備がなされている。その当時発行されていた文学雑誌が千篇一律で
あるとして、さまざまな様式の大型の文学雑誌の創刊を、劉白羽が中央宣伝部のある会議の席
で提案したのである。当時、劉白羽は中国作家協会党組副書記で、あった。
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劉白羽は、三十年代に鄭振鐸や斬以が中心になった『文学季刊』のような文学雑誌の創刊を
提案した。その後中央宣伝部の会議で同意が得られ、中国作家協会の刊行物として上海で発行
されることになった。上海で発行することに決まったのは、当時文学界には京派、海派などの
派があったことと、それと同時に派の別を超えて上海にいた巴金が文学界全体に声望があった
ためである(11)。
北京居住の老舎の作品が、上海で創刊された『収穫』に発表されたのは、このような文学界
の事情を背景にした団結の象徴という意味があったからである。『収穫』創刊号にはその他に
魯迅の「中国小説的歴史的変遷j とともに、文蕪(1904-92。四)1 )と康濯(1920-91。湖南)
の作品が掲載され、「より多くの作家、とりわけ老作家たちの団結jが植われている(ロ)。
3.公演から単行本発行まで
『茶館』は、脚本が『収穫』に発表されるより前の1957年4月には、北京人民芸術劇院の焦菊
隠によって演出されることも決まっていた。しかし反右派闘争が始まり、公演はすんなりとは
いかなかった。焦菊隠を右派とするかどうかが北京人民芸術劇院の反右派闘争における最大の
難題であった。北京市委員会宣伝部や統一戦線部で何度も検討されたが結論が出なかった。
焦菊隠(1905-75)は1934年から38年までフランスに留学し、帰国後は広西大学教授等を務
めた。新中国成立後、北京師範大学文学院院長となり、 1952年には北京人民芸術劇院の副院長
に任ぜられている。焦菊隠は非党員で、演劇面では当時支配的であったスタニスラフスキーシ
ステムの打破を考えていた。
反右派闘争での整風小組をとりしきったのは欧陽山尊(1914一 )である。焦菊隠、をかばっ
たのは趨起揚(1918-96)である。趨起揚は1938年に入党し険甘寧辺区文協秘書を務めたこと
があり、当時北京人民芸術劇院党委員会書記で、あった。
そもそも北京人民芸術劇院は合併によって1952年に創設された。曹高(1910-96)が院長に
就任した。焦菊隠、、欧陽山尊、越起揚の3人が副院長で、あった。
欧陽山尊と焦菊隠、趨起揚の関係はあまり良くなかったらしい。欧陽山尊はソ連の演出に忠
実であまり柔軟性がなく他の二人と意見の衝突がよくあったとされる(日)。
焦菊隠に対する処遇をめぐって北京市委統一戦線部部長の壕沫沙が欧陽山尊と趨起揚の意見
を求め、趨起揚は「焦菊隠が意見を述べたのは業務上のことについてである。それは政治傾向
にかかわるような問題ではない。彼は解放以前から進歩的で、あった」と述べた(14)。
結局、焦菊隠に対しては「保護を加えながら教育的批判を行なう」という処遇になった。右
派としないということである。「教育的批判」は1957年10月18日から連続して3日間にわたって
進められた。焦菊隠も鳴放時期の「反党」的言行に対する批判を受けいれた。これによって『茶
館』は焦菊隠の演出によることが確定した。そして焦菊隠を助けるために夏淳(1918-96) も
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演出に加えられた。夏淳はかつて焦菊隠、が創設した北平芸術館のメンバーで、焦菊隠を自分の
師と仰いでいた。夏淳を加えたのは趣起揚の配慮で、あったのかもしれない。北京人民芸術劇院
の反右派闘争は1957年11月18日に一応終わる。これ以後『茶館』の公演に向けて準備が進めら
れることになる。
これまでの経緯とその後の展開を年表に整理してみると次のようになろう。
1956年 5月2日
5月26日
8月
12月頃
1957年 4月
6月6日
6月8日
7月24日
10月18日 20日
11月18日
12月2日
12月3日
12月19日
年末
1958年 3月5日
毛沢東、最高国務会議で双百の方針を打ち出す
陸定一、双百提唱
老舎、『秦氏三兄弟』完成。そのうちの『茶館』の場面を独立さ
せて書き換えへ
『茶館』完成
『茶館』の演出を焦菊隠に決定
中国作家協会党組拡大会議、丁玲と陳企霞を反党集団と批判
反右派闘争はじまる
『収穫』創刊
焦菊隠に対する「教育的批判」
焦、菊隠、右派とされないことで北京人民芸術劇院の反右派闘争決
着
老舎、俳優を前に『茶館』を朗読
老舎、『茶館』の意図、構想、を語る
『文芸報』、『茶館』に関する座談会を開催
焦菊隠、舞台稽古の場に姿をあらわす
老舎、リハーサル後に人物の設定、演じ方等について意見を述べ
る
3月29日一 7月10日首都劇場で『茶館』公演
6月 戯劇出版社より単行本『茶館』を出版
1959年 9月 人民文学出版社より単行本『茶館』出版
4.版本
次に版本をみてみよう。脚本の主な版本は次の 1~ 14である。
1. <<牧荻> 1957年創刊号(1957年7月24日〕
2. <<茶館} 中国戎刷出版社、 1958年6月北京第l版第1次印刷
3. (老舎副作迭} 人民文学出版社、 1959年9月北京第1版
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4. <老舎刷作逃} 人民文学出版社、 1978年5月北京第2版
5. {茶信三幕i舌聞} 四川|人民出版社、 1980年5月第1版
6. {茶槍} 中国戎刷出版社、 1980年6月第2次印刷
7. (老舎副作全集・第二巻} 中国戎聞出版社、 1982年8月第1版
8. (尤須淘 茶筒}人民文学出版社、 1985年3月北京第l版
9. <老会文集・第1巻} 人民文学出版社、 1987年5月北京第1版
10. ((中国現代名聞M~) 茶倍 元須淘}人民文学出版社、 1994年9月北京第1版
11. <老舎全集・第1巻} 人民文学出版社、 1999年1月北京第1版
12. ((百年百科仇秀中国文学園~)茶恰} 人民文学出版社、 2000年7月北京第1版
13. {(世紀経典布系〕茶憶} 新江人民出版社、漸江教育出版社、 2001年6月第1版
14. <北京人2::周l照掻圏本:茶館} 人民文学出版社、 2002年10月北京第1版
次の15は上演台本で1979年演出本である。
15.北京人民主木副院(2::*研究資料}編輯組編<<茶惜〉的舞台2::*) 中国戎刷出版社、
1980年7月第l版
これ以外に文芸大系等に収められた主なものとして次の16~ 18がある。
16.十八所高等院校当代文学教材縮写姐{中国当代文学作品逃)(下加) 河北人民出版社、
1981年12月
17. {中国新文芝大系(1949ー 1966)戎刷集(上巻)) 中国文朕出版公司、 1991年8月
18. <中国新文学大系1949ー 1976)第十五集 上海文芝出版社、 1997年12月
16、17は3の{老舎副作迭}の系統を底本にしていると思われる。 18は初出の1を底本とする。
第一幕について版本を比較してみよう(則。以下、最初の数字は『老舎全集』第1巻のペー
ジ数を示す。例えば 287 -26 は287ページ26行目にこの部分が見られることを示す。
高橋弥守彦(l988@)に拠って版本の異聞を整理すれば、主として次の4点になる。
① 内容に関わる部分
287← 26 将，惚完了! で第一幕が終わるという処理をしているかどうかである。
② 北京方言の使用に関する部分
278 -15 実到容子去，也i午多牟商JL八銭的 の部分で、「商JL八銭J(北京方言)を用
いているか、「ー肉八銭J(普通話)に書き換えているかどうか。
③ 語義の明確化
272 -22 有作天師的希望 の部分で「希望J(I願っている」なのか「見込みがある」
なのかが暖昧)を「慮望J(r願っている」の語義が明確)に書き換えているかどうか。
④ 簡体字や評点符号などの表記が規範的かどうか
その他、 ト書き部分にも若干の異同が見られるが、重要な異聞は上記の①~③である。
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次にこの部分の異同を対比させてみよう。それぞれ採られた方lこO印、そうでない場合は×
をつける。 1~ 15は上記の版本の番号で、その次の項はその略称である。
版本 略称 希望 磨、望 関JL八銭
1 牧荻 O × O 
2 1958j(jG刷 O × O 
3 1959人民 × O × 
4 1978人民 × O × 
5 四川 × O × 
6 1980戎刷 O × O 
7 副作2 × O × 
8 A'茶 × O × 
9 文集11 × O × 
10 名刷 × O × 
11 全集11 O × O 
12 百年百科 × O × 
13 世紀径典 × O × 
14 人芝居リ照 × O × 
15 舞台 × O × 
以上のことから版本の系統は次のように整理できるであろう。
1→ 2→ 3→4、5、7、8、9、10、12、13、14
、6→11
ここで11の『老舎全集』については少し説明が必要であろう。
一関八銭 将.1:朱完了
× × 
× × 
O O 
O O 
O O 
× O 
O O 
O O 
O O 
O O 
× O 
O O 
O O 
O O 
O O 
『茶館』などの脚本は、最初、他の出版社から出版されてその後に人民文学出版社から決定
版が出版された、とされる(1hそして『老舎全集』の出版にあたり、「歴史を尊重し、作者を
尊重し、可能の限りを尽して初版本あるいは初出に拠り、いかなる改変も加えなかったJ(17)と
説明される。しかし、既に見たように『老舎全集』本が底本とするのは、 6の中国戯劇出版社
の1980年6月第 1版第2次印刷本である。これはおそらく、 2の中国戯劇出版社の1958年6月
第1版第1次印刷本を参照せずに、第1次印刷本と第2次印刷本が全く同一で、あると誤認した
ためであると思われる。
老舎は北京人民芸術劇院の演出家や俳優を高く評価しており、セリフについて彼らの意見に
従って改変することもあった、と言う (ω。
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老舎生存中に出版されたのは 1~3 の版本である。 3 の人民文学出版社版が老舎の決定稿と考
えてよいであろう。
また、 15は1979年の公演台本であるが、第一幕部分については1958年の初公演とほとんど同
じである(19)と言う。
5.人物像
『茶館』の人物の描き方はセリフに工夫がこらされている。曹同は「そのひと言にその人物
像が反映されているJ(20)と高く評価している。そしてそのセリフは、俳優が創造性を発揮でき
る余地を残したものでもある (21)、と言われる。演出を担当した焦菊隠はセリフや動作につい
て意見を述べ、老舎も納得すればそれに従った。
次に人物像に関わる俳優の証言を中心に記してみよう。王利発や常四爺については既に多く
語られている (22)ので省略する。
① 大俊楊
大使楊は数来宝をする乞食である。数来宝とは曲芸の曲種で、一種の門付けである。辞書的
には次のように説明される一一「由子芝人把商庖径菅的貨品守勢得宇富精美f数"得佑f弗“来"
(増添)了“宝'¥因而得名J(則。
数来宝をする大俊楊は、演出家と俳優が検討を行なって、登場人物に加えるように老舎に
提案したものである (24)。大俊楊は幕の始まりを告げるものであり同時に劇中の人物である側、
として重視したのである。大俊楊の数来宝によって時代背景やストーリーが理解しやすくなる
し、この語りの部分に北京方言の特色がそのまま残されている。
② 馬五爺
『秦氏三兄弟』の馬師{侍専は武芸の師匠で現在は誰からも相手にされないとし、寸う設定で、あつたo
『茶館』でで、はキリスト教勢力を笠に着た馬五爺として登場する。第一幕の時代設定の1898年当時、
キリスト教に関わる仕事に就いていた中国人はたいへん威張つていた(側2泌制6剖)
脚本で 27打7一1叩O 五尋る五守谷守: 二徳子'約惚1威凡咽! となつている部分が上演では、
弓五谷:二徳子!
二徳子・喝!弓玉谷，怒在iさ明~! 
弓五谷: 1:示威灰l~阿!
と、うまく聞をとっている。
この「保威風刺!Jには、「有我在逮里，保克敢遅威風時?J (27)の意味を込めたセリフである。
J馬五爺自身のセリフは少ないが、王利発が
277 -22 剛オ愈悦洋人志ム枠，他就是吃洋仮的。信洋教 i見洋i舌，…… と常四爺に語る
部分で馬五爺の人物像をより鮮明にしている。
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また舞台では馬五爺が十字を切る場面があるが、これは馬五爺を演じた童弟が考え出したもの
を焦菊隠が取りいれたものである(お)。
③ 鹿太監
鷹太監の年齢設定は脚本ではすべて「四十歩」であるが、上演台本では「六十多歩Jに変え
られている(刻。これは鹿太監を演じた童超が自分の考えによって設定を変更したものである (30)。
童超は官官役を演じるにあたって、かつて西太后に仕えた秋太監を訪ねている。歌太監は
1958年当時八十数歳であった。童超は官官が何故に妻を要るのかが最初は理解できなかったが、
この訪問を通じて、自ら生殖能力を失った人聞が、妻を婆って他の人に見せつけ、そのことに
よって精神上の安定を求めたといった屈折した心理を理解するようになった。ただ官官特有の
声を出すのには童超は苦労したらしい。宋鳳f儀義に就いて何度も練習したと述べている(附3目叫1ο)
④ 二徳子
二徳子は用心棒をつとめたり、ふだんは悪行の限りをなして一般の人を苦しめる類の人物と
して設定されている (32)。
二徳子が馬五爺にたしなめられる場面でのセリフがその性格を特徴的に表している。
277 -14 Q，:)L的茶銭我候了。
この場面で、「候j によって二徳子が馬五爺のような権勢を持った人間とつながっているの
だという二徳子の誇示を表している。
また常四爺との対比で人物像をよりきわだたせている。
276 -26 常回答:可没見愈去沖鋒打伏
ここで常四爺によって話題にとりあげられている園明園が焼かれたのは1860年である。二徳
子は「二十多57Jという設定であるから、ここの「惣Jは直接二徳子を指しているのではない。「悠」
は敬意を表しているように見せながら相手を軽蔑した気分を込めており、複数の二徳子を表し
ている。
⑤ 松三爺
松二爺は常四爺と同様、清朝の禄を食む旗人で「吃銭根的J(犯)であるが、常四爺と違うのは
松二爺が「黄島」と ri青安」によってその特徴が表されているということである。この2つは
いずれも第二幕ではすでに消滅してしまったものとされる。消え行く清朝の象徴として設定さ
れている。
@ 唐鉄鴨
唐鉄噴は「鉄鳴jの名でも判るように「相面7J生」であると「人物表」で設定されている。「鉄
鳴」は「絶対確実なことば」の意味から占師のきまり文句の意味となり、旧調で「指算命先生J(34) 
であるとされる。そして第一幕の最初の王利発のセリフが、茶館での唐鉄嘆の地位をよく示し
ている。
275 -27 唐先生，保外迫踊踊杷!
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唐鉄噴は「先生Jと呼びかけられてはいるが、体よく追い出されるのである。清末、「谷」
が成人男子に対する尊称であるのに対し、「先生」は「算命先生」の用例に見られるように、
講釈師や人相見などに対する尊称である。ただ尊称とは言えそれほど尊敬されているわけでは
ない。「算卦的謄子皆79江湖木土，……井没有真是学|司和高尚地位，但迭些人穿戴打扮碗実像
位“夫子勺 (35)であるところから「先生Jと呼ばれるにすぎない。そしてそれに対する唐鉄鳴
のセリフが人物をよく表している。
276 -1 (惨笑)王掌拒，捧捧唐鉄鳴H巴!送姶我碗茶喝，我就先姶皆、相相面PE;1手相奉送，不
取分文!
この部分には唐鉄鳴の職業だけでなく 人に娼びるずるい性格と、だがあまり豊かで、ない唐鉄
鳴の生活状況を示している(田)。
6.事物、風俗習慣
既に述べたように、老舎は茶館を通じて社会の変遷を描こうと考えていた。「ひとつの大茶
館はひとつの小さな社会である」からである。次に老舎が『茶館』に反映させようとした社会
的背景がよく表されている事物を挙げてみる。
① 茶館
老舎は少年時代に近所に茶館がありよく行っていたり九 1958年頃には劇に描かれたような
茶館はもう存在していなかったが、安定門内にもとの茶館の原形を留めている建物があり、ま
た前門にあった小茶館で、は鳥かごを持った客や一日中将棋をしたり世間話をして過ごす老人た
ちがまだ見られた、と言う (3前。
脚本を読んで金受申は、これは大茶館というよりも二輩鋪であると言った。大茶館は紅;櫨館、
嵩嵩館、搬壷館の 3種類に二輩鋪を加えてこの4種類を総称するが、厳密には前3種類と二輩
鋪を区別することもある。金受申がこう述べたのは、二輩鋪の特徴のひとつである「佐肉面J
が用意されているからであろう(39)。
② 毎城
274 -10 毎城都起碍有一史上
とあるが、清朝末期に北京には内城と外城をあわせて10の「城」があった。すなわち、内城に
東城、西城、南城、北城および中城があり、外城にも同様に東、西、南、北および、中城があっ
た。外城は民国時代には南城と呼ばれるようになるωぺ1900年以前は北京には大茶館が林立
していた(41)。
③ 莫談国事
275 -10 各史上都鮎着的“莫i炎国事"さ氏条
「莫淡国事j は第一幕のみならず全篇を貫く重要なことばである。これは客の言動が原因で
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茶館側に累が及ぶのを避けるためである。次の説明が簡にして要を得ている一一「京師酒館之
各室，毎有一紅紙僚掲於柱上，書四字日『莫談園事J.慮有御史適在隔室，援所{専聞，登之白
簡也，且或有吉侵犯親王貝子貝勅及宗室貴羅，至有後患耳J(42)。
④ 務片
271 -5 吸璃片
北京の阿片は、清代には「虞土J、「雲士」、「俄園紅包士Jなどが有名で、あった刷。
また次のような記述もある一一「それからシャムに行った。そこでわれわれは商品の一部を
阿片とアラック酒と交換したが、阿片はシナ人の間では非常に高価で取り引きされ、当時需要
の大きな商品であったJ0 r襖円ならわれわれがもっている阿片も間違いなく良い値で売れたは
ずだJ(44)。これはアへン戦争よりもはるか以前の18世紀はじめのことである。
⑤相面
271 -5 相面均生
夕パコの箱の外装でで、ある煙画に描かれた三百六十行のひとつに「相面」があり、，r張銭鳴談相j
の画が掲げられている(附4品紛5的)
この職業に触れた記述によれば、前門天橋あたりに八卦見や人相見が多かつたが、民国に入つ
てから増えたとし、寸う。これは民国に入って内政が不安定で多くの人が失業し人々が不安な気持
ちから、八卦や人相を占ってもらうことが多かったからだとされる刷。
⑥洋
280 -4 洋鼻畑，洋表，洋鍛大杉，洋布株掛
中国に輸入された事物は「番Jや「夷」の文字をつけて称されるのが普通で、あったが、 19世
紀60年代以後は少なくなる。かわって「洋Jが用いられるようになったからである。
19世紀後半になると中国に輸入される「洋貨j が多くなった (47) 洋」は、最初は価値評価
を伴わないことばであったが、西洋の事物が大量に流入し、西洋人の勢力増長とともに「洋」
と「文明」は同義になっていった(48)。
⑦ 草標
282 -15 小姐的共上揺着ー根草杯
「草杯 caobiaorJは「揺在貨物上的草根JL.表示貨物要出実的転志J(49)と説明される。清末に
子供の頭に挿して売り物としたかどうかは不詳であるが、貧困から子供を売ることはあっただ
ろうから、このように描くことは効果的であると言えよう。
⑧ その他
死語あるいは旧詞は古い時代を象徴する。そのようなことばとして『茶館』で使われている
主なものに下記がある。
⑦ 王法
286 -9 我よさん可帯着“王法"呪!
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「王法 wángfaJ は「本来是君王統治人民的法律，ヨ!申~施加子犯人的刑具，如脚僚、手傍、
鉄縫子之笑J(印)である。これは死語の意識的使用と言えよう。
@ 密子
286 -15 実到容子去
これは旧社会の賎業に関することばである。
⑫ 胞堂的
271 -9 裕泰的飽堂的
r~的j の類は職業的蔑視が反映されたことぼであるとして、現在では「服多民」と言い換
えられる (51)
以上見てきたように、これらは時代背景を鮮明にすることばとして効果的に用いられている。
7.口語
次に、慣用語と接尾辞を中心に口語表現についてみてみよう。
(寸慣用語
① 271 -18 甜不到那JL去
これは「形容調+到嚇JL去j の形式で、「用反同形式表示“不+(形容河)"的意思。在降、述
句中i見“(形容i司)+不到嚇JL去"Jを表わす(臼)。
② 279 -20 要不;&~説
これは北京の口語に多く見られ次のようなニュアンスを表わす 「表示如果事実不是迭枠，
自己不会持某科説法。強調自己対事情原委倣的解蒋、判断是正碗的、有事実倣根据的J(53)。
③ 280 -1 一句活
このことばが表わすニュアンスは次の通りである一一「表示日己要表述的全部意思用一句筒
単的活就可以概括，下文iえ出迭i苫的具体内容。合有果断、堅決的意味J(54)。
④ 284 -11 各星其能
鷹太監と秦仲義は表面的には相手を持ち上げた言辞を互いに交すが、内心は敵意を抱いてい
る。秦仲義は r284-9 我那点JL威風在怒面前可就施展不出来了j とへり下っているが、実際
は相手をパカにしている。また鹿太監は r284-11 日白川八仙迂海，各星其能」と続けて秦仲
義を評価しているように見えるが、新興勢力に対する伝統勢力からする「お手並拝見Jといっ
たところである (55)。
(ゴ接尾辞
北京方言にはかなり多くの動詞接尾辞がある。『茶館』の第一幕で用いられているものは「述J
「莫Jr乎Jr勝Jである。これらについてみてみよう。
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①述 da
「述」は書面では「搭、塔、肱」と書かれることも多い。「述j を付けて常用される動詞は引
申義を生じさせるのが普通であり、時には単独で用いられる時の常用義を失なってしまうこと
もある。これらは擬声詞から変化したものであるか、それとも詞根に実義があるかによる違い
であろう。「述」を加えることのできる動詞は「敵音、跳妖Jといった動作を示す単音節語であり、
発音が「述 daJに近い単音節動詞(禅 d如、打 daなど)には「述」は付かない(56)。
接尾辞「述」は調根に対してその勢いを減じる働きをする。つまり書面語にした場合、「迷」
をとって、そのかわりに動詞の前に「梢微、経軽」のような制限詞を加えることがでで、きる(何仰刷5目刊7η)
このような「川da叫Jを動詞接尾辞とする語があるのは北方語の特徴でで、、南京官話には見られな
。
????、? ?
「述」を付す動詞は普通ABAB式の重ね型となるが、AABB式が可能な場合もある。越元任は「生
き生きとした意味を表わす重ね型」と呼んだが(日)、このようなAABB式の動詞重ね型は動作の
状態宏描写するもので形容詞的性格を持つとされる(刷。
『茶館』の用例では 283 -23 我磨、意踏民主踊駄 のようにABAB式がある。
②莫 mo
ImoJの表記は多様である。「日匝摸、約摸、撮抹、琢磨、端摩、端慕、辱莫」の ImoJはすべ
て接尾辞「莫」と同一系統と考えてよいだろう。
280 -3 唖摸 zamo は「琢磨」と同義である。「摸」または「磨Jtこ意味はない。
③乎 hu
この「乎」にも意味はほとんどない。それゆえ、 280-8 我老覚乎着H唱自fれ]的大鍛子，川t鋼周，
更体面! の「覚乎着Jは「覚得」と同義でで、あるという釈義を加え「民国肘期京城流行i活吾」に
挙げられている(刷6日附1ο)
④謄 t匂en昭g 
「騰」は勢いを増す意味を表わす。ちょうど「述j と対照的である。また「粗率、放盗、随
便」といったニュアンスを加えることもある (62)0 280 -8 折勝 は「不循規踊矩，任意行劫」
と説明される(日)。
これらの接尾辞は単に北京口語のみならず、東北全域、東北官話区及び山西方言区やその他
の地域の口語にも見られるものであり、近代漢語の早期の口語に既に存在している(臼)。そし
てもともと北京方言あるいは北方方言である「踊肱JI翻勝」などは現在では『現代漢語詞典』
に収められ、既に普通話に吸収されている。
目その他
①答
第一幕の登場人物で「谷」と呼ばれるのは、松二谷(二主十来歩)、常回答(三十来51)、秦仲
108 
.文学部論集第90号 (2006年3月)
Jじ秦二谷(二十多57)等でいずれも若い。年長者とは限らない。社会的地位がある人に対し
ては「谷」の尊称をつけるのが当時の習慣であったことを反映した表現である。北京語の「谷」
の呼称は明代に遡るという (65)。当時成年男子に対する、礼儀上欠かすことのできない呼称で
あった。
②{r'1 
I {r'1Jは必ずしも複数を表わすとは限らない。 278-2 老娘れJLlaoni釘田町(表記は「老娘{r'1J ) 
は「指担人，合経蔑意，是不美的i吾古。“娘"niang変渓，芸持前尾O 或i見 laoniarmenJ(剖)のよ
うに単数複数の別はない。
「娘JL{r'1 担女{r'1自己的合称
娘{f'l)L対担女的指称，活ベ不文雅，不礼貌J(67) 
の部分も参考になろう。
③ f1J嚇
280-10 恋嚇 ninnaは「北京土活耳慣，把対対方的客弓称呼宣子句尾，加用“明"79助i司J(68) 
とあるように、 If1J明日Jは北方語で二人称の敬称として用いられるが、南京官話では用いられ
ない(刷。『小額』に句末に限って用いられている用例がある。『小額』で使用されている言語は「旗
人の口語を忠実に反映し、清末旗人語の実態を知るべき絶好の資料として、きわめて重要J(70) 
とされる。
また、侯宝林の相声に北京方言の特徴を強調するところがありその部分に「悠嚇j が用いら
れている (71)。
結語
『茶館』には数種類の版本がある。主として初出と上演後の単行本に具同がある。これは、
舞台上演にあたって演出家や俳優が提起した意見に老舎が従ったためである。書き換えは、北
京方言を普通話に変えたり、文意を明確にするために行なわれている。これは第一幕の版本の
異同によって知ることができる。
『茶館』のことばは普通話である。短いセリフのなかに人物の性格や時代背景を表すことば
を効果的に使用している。北京方言の使用は極力抑えられている。わずかながら使用されてい
る北京方言は、主に接尾辞「述JI莫JI乎JI謄」などを伴う詞語である。これらの詞語は普
通話の語葉に吸収されているか、あるいは吸収されつつあるものである。これによって北京以
外の土地の人が聞いても理解でき、それでいて北京味を出すことに成功している。
???
?
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